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旭滝（伊豆市大平）
　真東を向き、朝日を浴びる姿がとても美しいことからその名が付いたと言われています。

　全長105メートル、6段になって落ちている滝で、石を積み上げたような柱状節理（流れ出した溶岩

が冷えて固まるときの収縮による現象）がよくわかります。水量が多いときには、日向地区（田方南消

防署付近）から水の落ちるさまを見ることができます。

ちゅうじょうせつり
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去
る
11
月
１
日
に
開
か
れ
た
臨

時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
５
代

議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
杉
山
羌
央
（
八
幡
）
と
、
副

議
長
の
大
川
孝
（
雲
金
）
で
ご
ざ

い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
年

間
、
全
力
で
職
務
に
当
た
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
伊
豆
市
が
「
人
あ
っ

た
か　

ま
ち
い
き
い
き　

自
然
つ

や
つ
や
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

そ
の
ま
ま
の
、
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
こ
と
は
、
市
民
の
多
く

の
皆
様
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

―
光
り
輝
く
た
く
さ
ん
の
子
供

た
ち
を
、
活
気
あ
ふ
れ
る
若
者
た

ち
と
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
高
齢
者
が

見
守
っ
て
い
る
ま
ち
―

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た

ら
と
い
う
思
い
で
、
行
政
と
議
会

が
一
丸
と
な
り
、
検
討
、
実
行
す

る
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
ま
た
、

少
子
化
対
策
を
実
り
あ
る
も
の
に

す
る
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
全
議
員
が
確
実
に

歩
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
十
本
の
パ
イ
プ
が
伊
豆
市
の

発
展
に
寄
与
し
、
職
責
を
全
う
で

き
る
よ
う
、
今
後
と
も
多
く
の
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
摘
を

お
願
い
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
１
日
、
第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
報
告
１
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、

財
産
の
貸
付
に
関
す
る
も
の
１
件
で
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
よ
り
「
伊
豆
市
議
会
の
品
格
の
保
持
に
関
す

る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
杉
山
羌
央

議
員
、
副
議
長
に
大
川
孝
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
、
議

会
報
編
集
特
別
委
員
会
の
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
会
の
議

員
の
選
任
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ伊豆

市
議
会
議
長　

杉
山　

羌
央　

議長に杉山羌央氏　副議長に大川孝氏 平
成
22
年第

１
回
（
11
月
）
臨
時
会

杉
すぎやま
山 羌

たけお
央 議長

大
おおかわ
川　孝

たかし
 副議長
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常
任
委
員
会

本
会
議
で
の
議
案
を
専
門
的
に
審

査
す
る
機
関
と
し
て
、
常
任
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
委
員
会
構
成
・
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
委
員
長
◎
・
副
委
員
長
○
）

　

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
運
営
が
円
滑
に
で
き
る
よ

う
に
、
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
協

議
し
、
意
見
調
整
を
行
う
た
め
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

各
常
任
委
員
長
と
各
委
員
会
か
ら

１
人
ず
つ
の
６
人
と
、
副
議
長
の
計

７
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
飯
田　

正
志　
　

○
杉
山　
　

誠

内
田　

勝
行　
　
　

大
川　
　

孝

古
見　

梅
子　
　
　

塩
谷　

尚
司

木
村　

建
一

※
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
・
議

会
運
営
委
員
会
の
任
期
は
２
年
で

す
。

　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
活
動
を
お

知
ら
せ
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発

行
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

各
委
員
会
か
ら
２
人
ず
つ
の
計
６

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は

１
年
で
す
。

◎
室
野　

英
子　
　

○
梅
原　

泰
嗣

　

杉
山　
　

誠　
　
　

関　
　

邦
夫

　

飯
田　

正
志　
　
　

鍵
山　

堅
一

　

一
部
事
務
組
合

隣
接
す
る
市
町
な
ど
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で
行
な
う
た

め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
伊
豆
市
沼
津
市
衛
生
施
設
組
合
議

会
議
員

　

梅
原　

泰
嗣

関　
　

邦
夫

飯
田　

宣
夫

木
村　

建
一

◆
田
方
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　

鈴
木　

初
司

　

松
本　
　

覺

　

室
野　

英
子

◆
駿
豆
学
園
管
理
組
合
議
会
議
員

　

杉
山　

羌
央

　

協
議
会　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
と
同
じ
く
、
事
務

の
共
同
処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
三
島
市
、
伊
豆
市
及
び
伊
豆
の
国

市
電
算
セ
ン
タ
ー
協
議
会
運
営
委
員

　

飯
田　

正
志

　

飯
田　

宣
夫

　

森　
　

良
雄

委
員
会
の
構
成
・
組
合
等
の

選
出
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

  

◆ 

福
祉
環
境
委
員
会
（
６
人
）

  

◆ 

総
務
教
育
委
員
会（
７
人
）

　所管する部局
　　　　総務部（各支所）、教育委員会、
　　　　会計課、議会事務局、監査委員
　　　　事務局、他に属さない事項

　　　◎内田　勝行　○松本　　覺
　　　　鈴木　初司　   西島　信也
　　　　大川　　孝   　室野　英子
　　　　飯田　正志

　所管する部局
　　　　観光経済部、建設部

　　　◎塩谷　尚司　○稲葉　紀男
　　　　森島　吉文　   杉山　　誠
　　　　森　　良雄　　鍵山　堅一
　　　　三須　重治

　所管する部局
　　　　市民環境部、健康福祉部
　　　

　　　◎古見　梅子　○関　　邦夫
　　　　梅原　泰嗣　   杉山　羌央
　　　　飯田　宣夫   　木村　建一
　　

  

◆ 

経
済
建
設
委
員
会
（
７
人
）
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チチ
ェ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク

議
案
議
案

　

条
例
の
制
定

「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

職
員
不
祥
事
の
責
任
を
と
っ
て
、

市
長
及
び
副
市
長
の
11
月
分
給
料
に

つ
い
て
、
10
％
減
額
す
る
も
の
。

（
賛
成
16
、
反
対
３
）

　

財
産
の
減
額
貸
付

天
城
湯
ヶ
島
支
所
が
保
健
セ
ン
タ

ー
１
階
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
空

い
て
い
た
建
物
・
土
地
等
に
つ
い
て
、

企
業
誘
致
に
よ
る
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、減
額
し
て
貸
し
付
け
る
も
の
。

期　

間　

平
成
22
年
12
月
１
日
〜

10
年
間

貸
付
料　

月
額
20
万
円

契
約
先　

株
式
会
社
グ
ラ
ン
バ
ー

菓
子
の
製
造
・
販
売
企
業
。

工
場
に
は
見
学
コ
ー
ス
や
、
製
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
が
併
設
の
予
定
。

（
賛
成
18
、
反
対
１
）

「伊豆市議会の品格の保持に関する決議」　を採択しました
（賛成 17、反対 2）

本　文　
　地方議会は地方自治の本旨に基づき、日本国憲法で定められた議事機関でありま
す。議員は、言論の府たる議会においても、何もかも自由勝手に発言できるものでは
なく、議会の秩序を守るべき職責を負うことは言うまでもありません。
　しかるに、平成 22 年９月定例議会において、一部の議員から不穏当な発言があり、
その発言に関する本旨の説明及び謝罪を拒んだことは、議事の停滞を招くとともに、
市民に議会議員の品位について疑惑を与える結果をもたらすものである。また、事実
確認がされないまま議員が発行する新聞折込みやインターネットのブログにて議長に
対する誹謗中傷記事を掲載することは、議会並びに議長に対し著しく名誉と権威を傷
つけることとなったことは、甚だ遺憾に堪えないところであり、常に議員の身分を持
つものとしての責任ある行動と反省を求めるとともに、議員及び議会の名誉回復に向
け、最善の努力をされるように強く要望するものである。
　よって、本市議会は、議員各位の発言や行動にあっては、地方自治法第 132 条及び
伊豆市議会会議規則第 144 条の規定の精神を遵守し、自らの襟を正すと同時に、議会
の品位と権威を保持することを強く決意するものである。

経　過
　森良雄議員が 9 月定例会の本会議において、「暴力議員の議長さん」と発言したり、
自らが発行する新聞折込みのチラシやブログ、さらには街頭演説などで「暴力議員＝
飯田宣夫」と公言していることが確認されました。
　その後、飯田宣夫議長より議会運営委員会委員長に対し、「森議員のこのような行
為はでっち上げであるため、事実無根である証明と己の名誉回復及び、伊豆市議会の
品位の保持を願う申出書」が提出され、10 月 25 日の議員全員協議会において、現場
にいた議員の証言に基づき、暴力行為の有無について検証した結果、「暴力に繋がる
行為は何も無かった」ことが確認されました。
　このように議長を 冒

ぼうとく

涜する行為は、議会の品格を損なうばかりか、市民への背信
行為ともいえます。議員は、市民の負託を受けて市政に携わるわけですから、各々の
言動には絶対的な責任を持たなくてはなりません。よって、今後このような行為を繰
り返すことなく、当市議会の品位高揚を目指して行くために、上記決議をしました。


